
 

  プログラムが行われた期間は、尖閣諸島問題で日本と中国の関

係が非常に緊張していた時期でした。留学生の過半数は中国人で

あったので、高齢者が多い仮設住宅を訪問する際はスタッフや留学

生には緊張感がありました。しかし、予想とは裏腹に、住民の方々

は大変暖かく迎えてくださいました。国レベルでは関係が悪化してい

ても、個々の留学生たちは、日本に来て日本語を学ぶほど日本の

事が好きであること、また、その日本語を用いて将来は日本と母国

の架け橋として活躍する夢を持っている事が伝わったのでしょうか。 

 また、プログラム後も市内の学童クラブと北九州 YMCA 留学生た

ちは寄せ書きのやり取りを何度か行なっています。そこで留学生た

ちは石巻で出会った子ども達に思いを馳せ、北九州にいても行える

支援を自分たちで行いたいと、様々なアイディアを出し合っていると

の事です。 

 今回の石巻でのボランティア後、中国人留学生と北九州 YMCA は

、駐福岡中国総領事を訪問し、今回のボランティアの報告を行いま

した。そこでは、YMCA のボランティアに更に参加し、日本人の勤勉

さを学ぶようにと総領事から話があったとのことです。 

 日本と東アジア諸国には課題はあれど、民間交流では相互理解

に務め、東アジアの安定と発展に寄与することが YMCA には求めら

れています。今回の石巻ボランティアでは、留学生と地域住民の触

れ合いを通して、そんな YMCA の働き確認することができました。 
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 2012 年 10 月 1 日〜5 日、北九州 YMCA より 13 名の留学生

（出身国は、中国、ベトナム、モンゴル、ネパール）と 2 名のス

タッフが、石巻で子ども支援や仮設住宅支援プログラムを行い

ました。日本に来て日本語を学び数年、流暢に話せるものもそ

うでない者も、日頃の学習の成果を発揮して、被災地の方々と

積極的に話しかける姿が印象的でした。 

 5 日間のボランティアでは、学童での子ども遊び場支援、仮

設住宅でのお茶っこ交流会、高齢者施設での設備修繕ワーク

と交流会を行いました。留学生たちは用意した写真で国の紹

介をしたり、民族衣装や歌・踊りを披露したりし、それぞれのプ

ログラムで地域の方々を楽しませました。また、仮設住宅に住

む方々は、被災地に真摯に関心を寄せる留学生たちに、震災

当日の話や今の生活の状況を話していました。震災から 1 年

と半年がたった今もなお、外国人も被災地の事を覚えてくれて

いてくれて、しかもこうして訪ねて来てくれることにとても励まさ

れると、参加者は口をそろえて仰っていました。 
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http://tokyo.ymca.or.jp/ 

上：仮設グループホームの設備補修ワーク 
下：子ども放課後プログラム、留学生の用意した遊びで遊ぶ 

仮設住宅にて、文化発表とお茶っこ交流会 

 
留学生も被災地を応援 

〜北九州 YMCA留学生ボランティア〜 


